
秋田きらり支援学校は肢体不自由者・病弱者である児童生徒に対する教育を主として行う特別支援学校です。 

 

  

         地 域 支 援 だ よ り         平成２６年１１月２１日 

                                第４８号 

秋田県立秋田きらり支援学校 

地 域 支 援 部 

                                                                             

 

 

 

 

 本校高等部卒業後の生活には様々なかたちがあります。一般就労や大学進学 

をめざす生徒もいれば、自宅からの福祉施設通所や入所、また病院での生活を 

選択する場合があります。 

 まずは本人やご家族の願いからスタートしますが、大きなポイントとして、 

まずは「どんな生活をするか」ということと、「どこで生活をするか」という 

という 2 点を早くからイメージする必要があります。 

 そのためには、本校や前身の勝平養護学校、秋田養護学校の卒業生の生活が 

参考になります。「進路のてびき」には、近年の卒業生の動向や、進路決定ま 

でに必要な情報が載っています。全てを網羅している訳ではありませんが、 

本校の特色である、「肢体不自由」「病弱」の生徒の実状に特化した内容となっています。 

 まずは本校ホームページにＵＰしていますので、どうかご覧になってください。今後冊子化の予定も 

あります。 

 

 広くいえば、教育活動全般が進路指導に関わっています。挨拶や態度、コミュニケーション能力、 

知識と技能に直結する内容はもちろん、重度重複障害をもつ児童生徒であれば、様々な環境や介助する 

人の変化に慣れることも大事な学習となります。 

  また児童生徒会や各種委員会等での友達と協力して何かを成し遂げることを通し、自己有用感や責 

任感を培う機会も大切にしています。 

  中学部では作業学習と施設見学などを行いますが、高等部になるとさらに、前・後期の実習期間に、 

個々に合ったかたちでの施設見学、一日利用体験、複数日の現場実習も行います。 

 また、中学部生徒が高等部の作業学習を見学する機会もあります。 

 高等部では、卒業生を招いての懇談会も行っています。 

 

 

 各学級での個別面談を基本として、必要に応じて進路面談を行います。 

「福祉制度利用説明会」や、「ＰＴＡ研修施設見学（年に数回）」を行っています。 

 上記の「進路のてびき」の他、年数回「進路だより」を発行しています。 

  玄関壁面に「進路関係掲示コーナー」を設置しています。 

     ＊今後も様々な企画を検討いたします。ご意見・ご質問は進路指導部まで。 
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 『Unity～音楽にのせて～』をテーマに、学習発表会で日頃の学習の成果を発表しました。 

１幕では、リトミック的な学習での教材曲をモチーフにしたショートストーリー、生徒の目線や手の動き

に合わせたウィンドチャイムやティンバレスなどでのリズム奏と歌、２幕では「宇宙」をイメージした合

奏・合唱、３幕では３年生をメインにしたパフォーマンスと高等部オリジナルソングを全員で披露すると

いう３部構成でした。特に２幕の合奏では、これまで学習してきた様々な楽器の音色や奏法、自分の身体

の動きなどを考慮し、各自演奏してみたい楽器を選び、提示された短いフレーズをもとに試行錯誤しなが

ら練習を重ねました。 

教師に頼らず、自分たちで合奏することを最終の目標に分担奏で行ったり、生徒が担当しないコード進

行の音は伴奏で補って誘導したりすることで、生徒は負担感なく仲間と合わせる楽しさを味わうことがで

きました。また、これくらいでいいだろうと妥協することなく、日々グレードアップを求め、限られた時

間の中で努力を積み重ねたこと、本番直前までリラックス体操や声出しリハー 

サルで気持ちを高めてステージに臨んだことも、いつも以上の力を発揮し、達 

成感を味わうことができた理由だったようです。 

生徒一人一人の素直で純粋な音色、心一つに奏でたハーモニーは、「瑠璃色の 

地球」の歌声とともに、いつまでも仲間の心に響くことでしょう。 

  

秋田きらり支援学校に相談・見学の希望がありましたら、下記まで御連絡ください。 

教頭  石川 純子   地域支援部  佐藤 忠浩   

住所：〒010-1407 秋田市上北手百崎字諏訪ノ沢 3 番 127 

Ｅ-mail：kirarisien@akita-pref.ed.jp 

電話：018（889）8573   FAX：018（889）8575 

「きらりNet」は本校ホームページから閲覧することができます。

http://www.kagayaki.akita-pref.ed.jp/kirari/index.html 

 

中学部 自立活動を中心とした学習グループでは、『触れる』『見る・聞く』

『運動』という３つの集団学習があります。 

秋を感じよう ～ 今日の素材は？ 
梨のアロマスプレーで香りを感じたあ
と実際に梨に触ってみました。 
隣の友達へ「どうぞ。」「ありがとう！」 

『触れる』は、様々な素材の特性を五感で感じたり、

素材の変化に気付いたりする力を育てるために、四季

折々のその季節ならではの素材の感触や香りを味わう活

動です。生徒が注目しやすいような提示の仕方の工夫や

自発的な発信を引き出すための姿勢への配慮など、一人

一人に応じた支援をしています。 

 友達や教師と関わりながら学習ができるように、でき

るだけ小さい円に集まって素材のやり取りをするなど、

集団学習のよさも生かせるような場面設定に留意して学

習を進めています。 

 


